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論 文 事 査 結 果 の 要 旨
性同一性障害に苦しむ患者に対してホルモン療法が施行されるが､それが動脈に及ぼ
す影響を検討したのが本研究であるoMaletofemale(MTF)症例に対してエストロゲンを投
与すると､対照群に比べて尿酸の低下､LDL-Cの低下とHDL･Cの増加を認め､血管スティ
フネスの指標であるbrachia1-anklepulsewavevelocity(baPWV)は有意に低値となり､エス
トロゲンの血管保護効果が示唆されたoそれに対し､プロゲスチンを併用した群はこのよう
なェストロゲンの血管保護効果が消失した｡MTF症例に対し長期にわたって施行されるホ
ルモン療法の動脈に対する影響を検討した価値のある研究であり､プロゲスチンの併用に
対して血管保護の立場から問題点を指摘した意義は大きいと認める0
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
